
　

本
年
度
の
下
越
美
術
教
育
研
究
会
の

事
業
も
、
第
15
回
新
潟
教
育
ア
ー
ト
展

の
終
了
を
も
ち
ま
し
て
、
ほ
ぼ
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。
こ
れ

も
一
重
に
、
役
員
・
幹
事
の
皆
様
の
献

身
的
な
ご
尽
力
は
勿
論
、
陰
で
支
え
て

い
た
だ
い
た
関
係
諸
機
関
や
代
議
員
、

顧
問
、
参
与
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
よ
る
も
の
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

８
月
に
は
、
恒
例
の
夏
季
実
技
研
修

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
講
師
と
し

て
、
富
山
福
祉
短
期
大
学
教
授
の
北
澤

晃
様
を
お
迎
え
し
、
実
り
あ
る
研
修
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
県
内
各
地

か
ら
多
く
の
先
生
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
盛
況
の
内
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

第
15
回
新
潟
教
育
ア
ー
ト
展
は
、
１

月
４
日
㈮
〜
12
日
㈯
、
新
潟
市
新
津
美

術
館
と
の
共
催
で
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
本
展
覧
会
は
、
図
工
・
美
術
教
育

の
振
興
と
、
そ
れ
に
携
わ
る
教
師
の
指

導
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今

回
も
新
潟
市
や
下
越
地
区
を
中
心
に
全

県
よ
り
約
２
万
点
を
超
え
る
出
品
が
あ

り
ま
し
た
。
１
月
５
日
㈯
に
は
、
各
部

門
の
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者
を
新
潟
市
新

津
美
術
館
に
お
招
き
し
、
表
彰
式
を
行

い
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
幼
児
児
童
生

徒
、
並
び
に
そ
の
保
護
者
の
皆
様
の
嬉

し
そ
う
な
表
情
に
、
主
催
者
と
し
て
の

様
々
な
苦
労
が
報
わ
れ
た
思
い
が
い
た

し
ま
し
た
。

　

新
潟
県
美
術
教
育
連
盟
と
の
連
携
や

全
国
教
育
美
術
展
の
地
区
審
査
、
県

ジ
ュ
ニ
ア
展
へ
の
協
力
等
、
本
年
度
も

様
々
な
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
平
成
31
年
度
は
、
第
32
回
新
潟
県

美
術
教
育
研
究
大
会
・
下
越
大
会
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
成
功
に
向
け
て
一

層
組
織
、
会
員
相
互
の
結
束
を
強
め
ま

す
。

本
年
度
の
下
越
美
術
教
育
研
究
会
の
活
動

下
越
美
術
教
育
研
究
会
　
会
長　

永
　
井
　
高
　
志
　

（
新
潟
市
立
越
前
小
学
校
長
）

第15回　新潟教育アート展
○会期　平成31年 1 月 4 日㈮〜 1月12日㈯
○会場　新潟市新津美術館 2階展示室

（1） 平成31年 3 月15日下越美術教育研究会
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い
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
、
会
員
の
先
生
方

の
積
極
的
な
取
組
に
加
え
、
ア
ル
バ
イ

ト
の
学
生
さ
ん
や
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
方
の
お
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

次
回
は
、
第
16
回
を
迎
え
ま
す
。
来

年
度
も
地
域
の
造
形
教
育
に
貢
献
で
き

ま
す
よ
う
、
事
業
の
企
画
・
運
営
を
し

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
今
年
度
同

様
、
た
く
さ
ん
の
皆
様
か
ら
お
力
添
え

い
た
だ
き
、
よ
り
よ
い
展
覧
会
に
で
き

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
ど
う
ぞ
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
31
年
１
月
４
日
㈮
か
ら
12
日
㈯

ま
で
、
新
潟
市
新
津
美
術
館
を
会
場

に
、
第
15
回
新
潟
教
育
ア
ー
ト
展
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
会
期
中
は
、
約

四
千
七
百
人
が
来
場
し
、
盛
況
の
う
ち

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
二
百
七
十
三
の
園
・
校
よ

り
、
２
万
１
千
点
近
く
の
作
品
の
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の
お
陰

で
、
ア
ー
ト
展
も
地
域
の
展
覧
会
と
し

て
し
っ
か
り
根
付
い
て
き
た
こ
と
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　

審
査
会
に
い
ら
し
た
他
県
の
大
学
の

先
生
方
は
、
作
品
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
さ
や

質
の
高
さ
、
新
潟
の
先
生
方
の
美
術
教

育
に
対
す
る
真
摯
な
取
組
を
し
き
り
に

感
心
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
と
て
も
嬉
し

第
15
回
新
潟
教
育
ア
ー
ト
展
へ
の

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
!

下
越
美
術
教
育
研
究
会
事
業
部
長　

後
　
藤
　
　
　
薫
　

（
新
潟
市
立
内
野
小
学
校
教
諭
）

1月 5日㈯
新潟市新津美術館アトリウム

審査員一覧
◇平面作品部門
　〈幼稚園・保育園・特別支援学校〉
　　岡山大学

大　橋　　　功
　〈小学校１年生〉
　　鳴門教育大学　

山　田　芳　明
　〈小学校２年生〉　
　　群馬大学　

郡　司　明　子
　〈小学校３年生〉　
　　東京学芸大学　

西　村　德　行　
　〈小学校４年生〉　
　　福井大学

濱　口　由　美
　〈小学校５年生〉　
　　聖心女子大学

水　島　尚　喜
　〈小学校６年生〉　
　　東京学芸大学　

横　内　克　之　

　〈中学校・高等学校〉
　　新潟大学

丹　治　嘉　彦

◇写真・ＣＧ部門，造形活動部門
　　新潟大学

丹　治　嘉　彦

（2）平成31年 3 月15日 下越美術教育研究会



　

新
潟
教
育
ア
ー
ト
展
は
、
15
回
を
迎

え
て
、
県
内
の
児
童
・
生
徒
絵
画
展
と

し
て
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
展
覧
会
と

し
て
育
て
て
き
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
ま
ず
も
っ
て
感
謝
し
、
今
回
も
大

変
多
く
の
出
品
数
と
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
の
実
行
委
員
会
を
基
に
し
て
、

12
月
３
日
㈪
の
審
査
会
、
６
日
㈭
の
入

賞
者
名
簿
発
送
準
備
、
28
日
㈮
の
展
示

作
業
、明
け
て
１
月
５
日
㈯
の
表
彰
式
、

13
日
㈰
の
作
品
搬
出
作
業
と
、
業
務
を

つ
つ
が
な
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

審
査
員
の
皆
様
と
し
て
、
昨
年
度
同

様
に
県
内
外
か
ら
全
国
的
に
も
著
名
な

大
学
の
先
生
方
を
お
招
き
す
る
こ
と
が

で
き
、
高
い
専
門
性
、
教
育
的
見
地
を

も
っ
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
の
よ
さ
を

見
い
出
し
て
審
査
い
た
だ
き
ま
し
た
。

幼
稚
園
・
保
育
園
、
特
別
支
援
学
校
を

担
当
し
て
い
た
だ
い
た
岡
山
大
学
大
学

院
教
育
学
研
究
科
教
授
の
大
橋
功
先
生

か
ら
は
「
自
分
の
花
と
時
分
の
花
が
咲

い
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
２
つ
の
こ

と
が
作
品
を
見
る
視
点
。
自
分
の
花
は

そ
の
子
ら
し
い
個
性
、
時
分
の
花
は
、

歳
や
育
ち
に
応
じ
た
見
方
・
考
え
方
を

大
切
に
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
。」
と
審
査
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
た
ち
が
子
ど
も
に
作
品
を
描
か
せ
る

時
の
大
切
な
考
え
方
を
教
え
て
い
た
だ

い
た
気
持
ち
が
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ご
指
導
を
踏
ま
え
、
さ

ら
に
、
対
話
的
で
深
い
学
び
を
求
め
、

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
の
伸
長
を

図
り
た
い
時
に
、
図
工
、
美
術
教
育
は
、

そ
の
特
質
で
あ
る
造
形
的
な
見
方
・
考

え
方
で
、
表
現
方
法
の
創
意
工
夫
や
豊

か
に
発
想
し
構
想
を
練
っ
た
り
、
美
術

文
化
に
見
方
や
感
じ
方
を
深
め
た
り
で

き
る
こ
と
に
、
こ
の
教
科
の
素
晴
ら
し

い
意
義
を
感
じ
ま
す
。　

  

今
年
度
の
準
備
、
展
示
作
業
は
、
昨

年
度
を
上
回
る
多
人
数
の
ア
ル
バ
イ
ト

の
大
学
生
等
の
皆
さ
ん
を
含
め
て
、
時

間
的
に
も
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
あ
る
大
学
生
の
方
は
、「
作

業
を
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
作
品
に

触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
、
と
て
も
楽
し
く

貴
重
な
体
験
で
す
。」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
の
繋

が
り
を
大
切
に
し
、
展
覧
会
、
図
工
、

美
術
教
育
を
通
し
て
み
ん
な
で
子
ど
も

の
心
を
育
み
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

盛
大
・
充
実
の
「
第
15
回
」

新
潟
教
育
ア
ー
ト
展
　
副
実
行
委
員
長　

長
谷
川
　
　
恵
　

（
新
発
田
市
立
二
葉
小
学
校
長
）

アート展の
舞台裏
手伝り感満載の

コンクール運営です。

（3） 平成31年 3 月15日下越美術教育研究会



　

学
生
時
代
か
ら
、
こ
の
新
潟
教
育

ア
ー
ト
展
の
展
示
作
業
を
手
伝
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
教
育
者
と

な
り
、
自
分
の
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち

の
絵
も
出
展
し
て
い
る
中
で
、
会
員
と

し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
、

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

展
示
作
業
は
先
生
方
と
協
力
し
、
と

て
も
ス
ム
ー
ズ
に
絵
を
展
示
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
作
業
中
、
先
生
方
が
、

題
材
や
構
図
が
似
て
い
る
も
の
は
離
れ

た
場
所
に
展
示
し
た
り
、縦
横
が
間
違
っ

て
い
な
い
か
何
度
も
確
認
し
た
り
、
一

つ
一
つ
の
作
品
を
丁
寧
に
扱
っ
て
い
ま

し
た
。
先
生
方
の
そ
の
努
力
の
お
陰
で
、

一
番
ベ
ス
ト
な
状
態
で
子
ど
も
た
ち
の

絵
を
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
表
彰
式
も
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
自
分
の
絵
を
見
付
け

て
嬉
し
そ
う
に
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
の

作
品
を
他
者
か
ら
評
価
さ
れ
る
場
、
経

験
の
大
切
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
自

分
の
学
級
で
も
、
日
頃
か
ら
子
ど
も
た

ち
の
作
品
に
対
し
て
賞
賛
の
言
葉
を
か

け
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

関
ブ
ロ
東
京
大
会
で
は
、「
表
現
と

鑑
賞
の
一
体
化
を
行
う
授
業
」
に
つ
い

て
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子

ど
も
が
自
然
に
鑑
賞
し
、
作
品
と
自
分

を
つ
な
げ
て
、
よ
り
よ
い
表
現
を
見
い

だ
す
実
践
で
す
。
発
表
で
は
、
鑑
賞
を

す
る
際
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
う
有
効
性

を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
く
さ
ん
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
『
つ
な
が
る
』
と
い
う
分
科
会
テ
ー

マ
の
も
と
『
映
画
を
創
る
』
と
い
う
題

目
で
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
映
像
表
現

の
可
能
性
と
意
義
に
つ
い
て
、
発
表
を

行
う
こ
と
で
、
新
た
な
示
唆
と
知
見
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、様
々

な
公
開
授
業
を
参
観
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
と
て
も
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

木
澤
　
萌
　

（
新
潟
市
立
亀
田
西
小
学
校
教
諭
）

堀
田
　
雄
大
　

（
附
属
新
潟
小
学
校
教
諭
）

甲
田
小
知
代
　

（
新
潟
市
立
新
津
第
二
中
学
校
教
諭
）

舞
台
裏
の
声

〈
平
成
30
年
〉

５
月
29
日
㈫	

下
越
美
術
教
育
研
究
会
理
事
会

	

代
議
員
会

（
新
潟
・
新
津
美
術
館
）

６
月
23
日
㈯	

関
東
甲
信
越
静
地
区
造
形
教
育
連
合

	

都
県
代
表
者
会
議

（
東
京
・
落
合
第
四
小
学
校
）

７
月
６
日
㈮	

新
潟
県
美
術
教
育
連
盟
理
事
会

（
新
潟
・
ラ
マ
ダ
ホ
テ
ル
）

８
月
６
日
㈪	

第
59
回
夏
季
実
技
研
修
会

	

第
１
回
新
潟
教
育
ア
ー
ト
展
実
行
委
員
会	

	

県
美
大
会
第
２
回
実
行
委
員
会

（
新
潟
・
天
寿
園
）

８
月
27
日
㈪	

下
越
美
術
教
育
研
究
会
会
報

	

「
夏
季
号
」
発
行

８
月
29
日
㈬	

第
49
回
新
潟
県
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展
覧
会

	

運
営
委
員
会

（
新
潟
・
新
潟
日
報
メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
）

10
月
上
旬	

第
15
回
新
潟
教
育
ア
ー
ト
展
募
集
要
項
発
送

11
月
９
日
㈮	

第
78
回
全
国
教
育
美
術
展

	

新
潟
地
区
審
査
会
協
力

（
新
潟
・
天
寿
園
）

11
月
８
日
㈭

　

～
９
日
㈮	

第
58
回
関
東
甲
信
越
静
地
区

	

造
形
教
育
研
究
大
会　

東
京
大
会

（
東
京
・
日
野
第
三
小
学
校　

他
）

11
月
17
日
㈯

　

～
21
日
㈬	

第
15
回
新
潟
教
育
ア
ー
ト
展

	

搬
入
期
間

（
新
潟
・
新
津
美
術
館
）

12
月
３
日
㈪	

第
15
回
新
潟
教
育
ア
ー
ト
展

	

審
査

（
新
潟
・
新
津
美
術
館
）

12
月
４
日
㈫	

第
49
回
新
潟
県
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展
覧
会

	

審
査
協
力

（
新
潟
・
県
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

12
月
６
日
㈭	
第
15
回
新
潟
教
育
ア
ー
ト
展

	
審
査
結
果
発
送
作
業

（
新
潟
・
木
戸
中
学
校
）

12
月
28
日
㈮	

第
15
回
新
潟
教
育
ア
ー
ト
展

	

展
示
作
業

（
新
潟
・
新
津
美
術
館
）

〈
平
成
31
年
〉

１
月
４
日
㈮

　

～
12
日
㈯	

第
15
回
新
潟
教
育
ア
ー
ト
展　

会
期

（
新
潟
・
新
津
美
術
館
）

１
月
５
日
㈯	

第
15
回
新
潟
教
育
ア
ー
ト
展　

表
彰
式

（
新
潟
・
新
津
美
術
館
）

１
月
13
日
㈰	

第
15
回
新
潟
教
育
ア
ー
ト
展

	

搬
出
作
業

（
新
潟
・
新
津
美
術
館
）

１
月
27
日
㈰	

新
潟
教
育
ア
ー
ト
展

	

受
賞
作
品
集
Ｄ
Ｖ
Ｄ
発
送
作
業

（
新
潟
・
女
池
小
学
校
）

２
月
23
日
㈯	

第
２
回
理
事
会

	

第
２
回
新
潟
教
育
ア
ー
ト
展
実
行
委
員
会

	

第
33
回
下
越
美
術
教
育
研
究
会
を
語
る
会

	

県
美
大
会
第
３
回
実
行
委
員
会

	

（
新
潟
・
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
）

３
月
１
日
㈮	

下
越
美
術
教
育
研
究
会　

会
計
監
査

	

新
潟
教
育
ア
ー
ト
展　

会
計
監
査

（
新
潟
・
上
所
小
学
校
）

３
月
15
日
㈮	

下
越
美
術
教
育
研
究
会
会
報

	

「
春
季
号
」
発
行

　

新
潟
教
育
ア
ー
ト
展
は
今
年
15
回
を
迎
え
ま

し
た
。
周
年
開
催
で
あ
り
ま
し
た
今
年
度
、
第

11
回
か
ら
15
回
展
ま
で
の
グ
ラ
ン
プ
リ
及
び
優

秀
賞
の
作
品
を
収
録
し
た
表
記
の
作
品
集
を
作

成
し
、
県
内
の
幼
小
中
高
特
支
学
校
に
送
付
い

た
し
ま
し
た
。
版
権
、
著
作
権
等
は
下
越
美
術

教
育
研
究
会
に
帰
属
い
た
し
ま
す
が
、
例
え
ば
、

学
習
活
動
の
中
で
参
考
例
と
し
て
幼
児
・
児
童

生
徒
に
お
見
せ
い
た
だ
い
た
り
、
先
生
方
の
研
修

の
参
考
に
し
て
い
た
だ
い
た
り
と
、
法
令
等
の
許

す
範
囲
で
ご
活
用
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

下
越
美
術
教
育
研
究
会
前
会
長
古
田
修
先
生

が
、
昨
年
末
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
お

悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

⃝
⃝
⃝
⃝

　
編
　
集
　
後
　
記
　
⃝
⃝
⃝
⃝

平
成
30
年
度
　
下
越
美
術
教
育
研
究
会
事
業
報
告

第
58
回
　関
東
甲
信
越
静
地
区

造
形
教
育
研
究
大
会
東
京
大
会

小
中
分
科
会
発
表

（4）平成31年 3 月15日 下越美術教育研究会


